
　
【別紙様式１】
鳥獣害被害防止総合対策事業の評価報告

１　事業実施主体名　　中標津町エゾシカ対策協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　武　田　健　治　印

２　事業実施地区における被害防止計画の達成状況

事業実施 実施 供用開始 利用率 被害防止計画の目標と実績 総合振興局
主体名 対象地域 対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 ・ 事業効果 被害金額（万円） 被害面積（ha） 事業実施主体の評価 ・振興局

（協議会名） 年度 （年月日） 稼働率 基準年値
目標値
A

実績値
B

達成率
B/A

基準年値
目標値
A

実績値
B

達成率
B/A

における評価

中標津町 中標津町 H２８ エゾシカ 協議会開催 ２回 ＜エゾシカ＞
（中標津町エゾシカ対策協議会） 銃器による捕獲 エゾシカ９００頭 エゾシカ捕獲７２３頭 9,500 6,700 8,900 21.4% 500 350 367 88.7%

一斉駆除実施 １０回

カラス 銃器による捕獲 目標:300羽 捕獲数375羽

中標津町 中標津町 H２９ エゾシカ 協議会開催 ２回 ＜カラス＞※参考
（中標津町エゾシカ対策協議会） 銃器による捕獲 エゾシカ９００頭 エゾシカ捕獲５３６頭 1,000 700 1,890 ‐296.7%

一斉駆除実施 １０回

カラス 銃器による捕獲 目標:300羽 捕獲数323羽

中標津町 中標津町 H３０ エゾシカ 協議会開催 ２回
（中標津町エゾシカ対策協議会） 銃器による捕獲 エゾシカ９００頭 エゾシカ捕獲７２３頭

一斉駆除実施 １０回

カラス 銃器による捕獲 目標:300羽 捕獲数342羽

注：被害金額及び被害面積の目標欄については、対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。

＜エゾシカ＞
計画期間の捕獲活動
については、目標捕獲
頭数の63.3%（3ヵ年平
均）の実績をあげてお
り、加えて畑作地域に
ついては電気牧柵等自
己防衛柵も浸透しつつ
あり、被害面積は減少
傾向にあるが、近年の
農作物の価格高騰によ
り、被害額は大きく減少
していない。被害率は
捕獲頭数に反映され
ず、一定の成果がある
と考えられる。

＜カラス＞
近年、カラス・ドバト等
による牛体への攻撃被
害が数多く報告されて
いる。
自己防衛意識の高まり
により、フリーストール
への侵入汚染被害等
は減少傾向にあるもの
の、単価の高い初妊牛
への乳房への攻撃等
で死亡・廃用となるケー
スが存在し、被害額に
影響を及ぼしている。
※件数としては年間4
～50件程度で推移して
いるが、カラスによる家
畜への被害額は市場
価格による影響が大き
く、年毎に大きく推移す
る為、総合的評価に含



３　第三者の意見

　　　　　　　　　　　　　　第　　　　三　　　　者
　　　　　　意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見

所　　　　属 役職名 氏　　　　　名

中標津町 狩猟期間鳥獣保護員黒渕　澄夫
（中標津町エゾシカ対策協議会）

事業実施主体名

農業被害防止計画の取り組みにおいて、エゾシカによる農業被害（特に畑作地域）や交通事故を抑制する為、継続的に有害捕獲活動を実施した甲斐もあり、北海
道の生息数調査において減少傾向にあり、実際エゾシカを見る機会は減ったように思われる。鳥獣被害防止計画上の目標指数や達成率という点においては改善
の余地もあるが、エゾシカ被害対策として有害捕獲の推進、捕獲個体の有効活用において実績を評価し、農林業被害減少に向けて今後も期待している。


